A study on the development of stupa during Tibet empire and development of mchod rten by 当 智 & Dang Zhi
吐蕃時代における仏塔の伝播とチョルテンの発展に
ついて
著者 当 智
雑誌名 文化交渉 : Journal of the Graduate School of
East Asian Cultures : 東アジア文化研究科院生論
集
巻 8
ページ 177-191
発行年 2018-11-30
その他のタイトル A study on the development of stupa during
Tibet empire and development of mchod rten
URL http://hdl.handle.net/10112/16413
177
«■
A study on the development of stupa during Tibet empire and
development of mchod rten
DANG Zhi
Abstract
Throughout the era of the Tibetan Empire, Buddhism entered, and spread
throughout, Tibet on an unprecedented scale. Many scholars attribute this
phenomenon to King Sringbtsan Sgampo, who not only unified the country, but
was also instrumental in creating a writing system; moreover, he started
bilateral political and economic relationships with Tang and other neighboring
countries. This created a remarkable cultural exchange between and among the
peoples representing those groups. This in effect laid the foundations for
Buddhism to spread all over Asia.
Stupa is variously known as Tibean stupa, Tibetan Buddhism stupa, Lama
stupa. White stupa, and so on; in Sanskrit, it is called (stupa) o In the
Tibetan language, it is referred to as Mchod-rten. Mchod, in Tibetan, means To
offer or make offerings; rten signifies multiples things, such as to pledge, to
depend on, etc. Thus, in the Tibetan tongue, Mthod-rtend indicates an object to
which one makes offerings in order to pledge oneT devotion. Buddhist statues,
scripture and stupa represent the BuddhaT physical body, his teachings and his
blessings respectively.
The origin of the erection of stupa can be traced back to India. However,
almost contemporaneous with this, the native religion of Tibet Bon also had
stupa made of stone and clay. Over the years that followed Buddhism's
introduction to Tibetan culture and society, the two co-existing traditions have
influenced each other significantly and such is the result of Tibetan stupa.
This paper attempts to peer through the lens of this co-existence in order
to analyze the mutual development of India-originated stupa and Bon religion
stupa. Starting from a simple introduction to Bon stupa, then to how India-
originated stupa developed in Tibet, and finally how during the Tibetan Empire,
Tibetan stupa came into being
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はじめに
チベットと言えば、多くの人が中国のチベット自治区とダライラマ十四世(1935-)を連想す
るであろう。区都のラサはチベット仏教の聖地であり、長らくチベットの政治、宗教、経済の
中心であった。ラサは二十世紀初頭に、 日本の僧侶河口慧海(1866-1945)や多田等観(1890-
1967)が修行した場所として、日本人にもなじみが深い所と言えよう。
近年、 日本ではチベット文化圏におけるチベット密教や言語学の研究者が増えつつある。た
とえば、田中公明氏の『図説チベット密教』')、森雅秀氏の「チベットの仏教美術と曼茶羅』2)、石
濱裕美子氏の「清朝とチベット仏教｣3)、池尻陽子氏の『清朝前期のチベット仏教政策一札薩克
煉り噺制度の成立と展開』4)、渡辺一枝氏の『消されてゆくチベット』5)、棚瀬慈郎氏の「旅とチベッ
トと僕一あるいはシャンバラ国の実在について』6)等がある。しかし、川田進氏は著作の中で
｢外国人による現地調査が進展しない、理由は地理的な要因と現地の政治情勢であるo7)」として
いる。事実、中国政府は今もなお外国人による現地調査を許可していないため、チベットの民
間文化についての現地調査による研究成果は、決して多いものとはいえない。加えて、チベッ
ト文化を研究している研究者たちは、伝統文化、民間信仰などを保護することについては、あ
まり深く考えていないように思われる。現代社会の発展に伴って、世界の経済と科学は日々進
歩している。だがそれとともに民間の文化は消滅しつつある。チベットにおいても近年、民間
文学、民間信仰等が消滅している。具体例としては、現代の若者はチョルテンや信仰について
関心を持たなくなってきていることが挙げられよう。チベット文化を後世に伝えていくために
も、チョルテン信仰に対する調査研究が重要と考え、検討を進めることにした。本論では特に
吐蕃時代における仏塔の伝播とチョルテンの発展ついて検討することにする。なお、チベット
語の文献に関しては、すべて筆者が翻訳した。
一．チベットボン教のチョルテン
まず、 「チョルテン」という言葉の意味と名称、およびボン教について簡潔に述べる。チベッ
ト語でチョルテンとは仏塔を意味し、サンスクリット語ではストゥーパ、中国語では佛塔・白
1）田中公明『図説チベット密剥春秋社、2012年。
2）森雅秀『チベットの仏教美術と曼茶羅」名古屋大学出版社、2011年。
3）石濱裕美子『清朝とチベット仏教一菩薩王となった乾隆帝」早稲田大学出版部、2011年。
4）池尻陽子『清朝前期のチベット仏教政策一礼薩克陳l噺制度の成立と展開」汲古書院、2013年。
5）渡辺一枝『消されてゆくチベット」集英社、2013年。
6）棚瀬慈郎「旅とチベットと僕一あるいはシヤンバラ国の実在について』講談社、2013年。
7）川田進「東チベットの宗教空間」北海道大学出版会、2015年、19頁。
吐蕃時代における仏塔の伝播とチヨルテンの発展について（当） 179
塔・ラマ塔と呼ばれる。チョルテンはチベット仏教が信仰される地域に数多く残っており、チ
ベットの人たちは朝夕にチョルテンのまわりをコルラ（巡拝）するのが習わしである。さらに、
仏像・仏典・仏塔を、それぞれ仏の体・言葉・心を表すとして仏壇に掲げて毎日供養し、チベ
ットの民間で高い地位にある。チベットにおけるチョルテンの意味としては神に供養する建物
や塔などを指す。
「チョルテン」の語句には複数の意味が存在し、 ドンカル・ロザンチンリ氏(daungdkarblao
bzangapharinlas)は「daungdkartshaigmdzodchenmojにおいて、次のように述べている。
チョルテンとはインド仏教がチベットに伝来の前に、神（仏教神に限定しない）に供養す
るものとして存在していたものであり、建物、塔などがある。インド仏教の伝来前からあ
ると思われる。現在でも残っている。 (Rngarebodduyngagnarbsbongyichosdrba
nasagotshugsteyullhagzhibdgbtsnrgylbomchodyulkyirtennamrtenmkhrde
bodyullassngabradodDengaskbsmanubpardgnosmthongaduyodparaduga)8)
次に「チョルテン」という名称についてであるが､GiuseppeTucci氏は次のように述べている。
西藏西部散布著比衛藏更多的塔mchodrten沿途而建的特殊紀念物，或濁立，或成群，或
由刻著ommanipadmehum的噺呪經培連接。Mchodrten本意為供養所以虚，相當於梵
文的caitya(支提）或stupa(窒堵波)｡9)
デイヴイット ・スネルグロブとヒュー・ リチヤードソン氏の『チベット文化史』によると、
次のようである。
チベットの風景の最も典型的なモニュメントは、仏教の「記念碑」 （サンスクリット語でス
トゥーパ、チベット語でチョルテン）である。このモニュメントは、いくつかの初期のチ
ベット寺院の四隅に建てられたが、こうしたストゥーパは……'0）
と述べるように、仏教の記念碑であるモニュメント或いはストゥーパの名称が使用されてい
る。また、張収簑氏の『中国塔』によると、以下のようである。
8） ドンカル・ロザンチンリ 「東鳴大蔵学大辞典」中国蔵学出版社、 2009年、868頁。
9)GiuseppeTucci《梵天佛地》第一巻，魏正中，藤永吉主鋪，上海古籍出版社、2009年、3頁。
10)デイヴイット・スネルグロブとヒュー・リチヤードソン著、奥山直司訳「チベット文化史』春秋社、2011
年、 98頁。
文化交渉東アジア文化研究科院生論集第8号180
陳I嚇塔是藏傳佛教所崇奉而建造的塔，是陳ﾘ嚇教建築中的壹種類型，陳1嚇塔既然是疎I嚇教的
象征，勢必反映出陳1嚇教的特征與發展｡'1）
とあるように、チョルテンのことがラマ塔という名称が使われているが、 「ラマ教」と「ラマ
塔」は中国の呼び方である。
また、ソナムツェランの『中国佛塔」よると、以下のようである。
西藏佛塔是藏傳佛教壹種濁具特色的建築形式，是西藏神秘而富有研究和観賞債値的文化現
象。西藏佛塔的産生和發展有著極其復雑的歴史背景和深逢的宗教文化内潤，是中國佛塔的
重要重要組成部分｡'2）
これらによれば、チベットのチョルテンは特別な記念を表すものとされ、あるいは神、仏等
を供養するための建物である。ラマ塔、ストゥーパ、西蔵仏塔、蔵伝仏塔等の名称があるが、
本論ではチヨルテンで統一することにする。
次にボン教であるが、西チベットのシヤンシユン国（紀元前？-643)13)のシエンラプ．ミボ,4）
を始祖とする。シェンラプ.ミボがいつごろの人物であったかは今なお論争の対象となってお
り、ある研究者は仏陀の同時代人であったという説を唱え、また仏陀の生まれかわりであった
という説もある'5)。ボン教の起源について、石川巌氏は以下のように述べている。
西部チベットのシャンシュン地方に拠ったムdmu部族の宗教であって、生命神のうblaを
祀って招福穰災を旨とした。これをドゥルボンrdolbon(粗いボン）とよぶ。ム部族とチ
ベットをのちに支配するピャーphyva(トンstong)部族と通婚したのち、死後の祭りを行
うシェンgshenの宗教と混清してシェンラプ・ミボgshenrabmibo(優れたシェンの大
人）を開祖とするキャルボン'khyarbon(雑のボン）が生じた。死後、ヤギ、ヤク、ウマ
などが七つの谷を越える案内や供をするとして、それらを犠牲にして永遠の父祖の国にた
どり着くことを願った。仏教と接触して古代王国の崩壊した9世紀なかば以後急速にその
教義を取り入れながら仏教と対立する様相を示し、イラン起源説をとり、左僥礼拝などを
行ってギュルポンbsgyurbon(変易ボン）をつくっていった'6)。
ll)張収童『中国塔』山西人民出版社、2000年、110頁。
12)ソナムツエラン『中国佛塔』青海人民出版社、2002年、73頁。
13)シャンシュン王国（漢語：象雄王国、チベット語:xangxung,紀元前-643年）は西チベットのカイラ
ス山麓一帯に存在した国。
14)チベットのボン教の創始者。神話上の国シャンシュンから到来したとされる。
15)石川巌｢古代チベットにおける古代ボン教とその変容｣『北東アジア研究｣別冊第1号(2008年)173-185頁。
16)前掲石川巌2008,173-185頁。
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と述べている。ボン教とは、仏教導入以前にチベットで信仰されていた宗教であり、その教
義の内実はチベット仏教と似ているという。加えて石川氏は、ボン教の教義内実はチベット仏
教と酷似しており、チベット仏教の一宗派のようにも見えるとしている'7)。他にも光島督氏はボ
ン教とはチベット古来の宗教であり、物神崇拝意と悪霊礼拝を含み、占卜による悪霊との和解
を行うために、従来学者達はシャーマニズムの一種と述べる｡'8)また、青木文教氏はボン教につ
いて、以下のように述べている。
チベット古代の民族は天地を敬い、 日月星辰川などの霊に犠牲を献げ、祖先の亡魂が人間
とその家とを保護することを信ぜり。チベット古代の宗教にては人間を以て非常に高き位
置に置きたるに相違なし。如何となれば古代チベットの宗教に魔術者呪誼者などはいずれ
も諸神を左右し得る者となし、一般には人間を以て悪魔悪神の上に置きたる証左と見るべ
し｡'9）
また、多田等観の『チベット仏教と文化』によると次のように述べている。
ボン教はもともと中央アジアに発生したシヤーマン教の一種であって、それが民族の移動
とともにチベットに伝えられたものと考えられる。ボンの教えは原始的な精霊崇拝であっ
て、宇宙間に無数の遊離魂が存し、その発動によって世の吉凶禍福が現れるとする。そこ
でこの精霊に対して敬度な祭祀祈祷を挙げ、これを宥め穰災招福を計ろうとする｡20）
これらを踏まえるならば、古代チベットの神話や伝説の精神性を探るには、ボン教の思想を
踏まえる必要があると考えられている。ボン教は大きく二つの時代に分けられ、チベットに仏
教が伝来する前の時期を古代ボン教、あるいは旧ボン教とする。新ボン教吐蕃時代に入ると、
仏教の影響が認められるようになることから、チヨルテンを分析する上で必要なのは旧ボン教
の考えであろう。なぜならば、チベットの旧ボン教は宇宙に無数の神があることを信じており、
それらを供養するために建物や塔などを建立するからである。
次に、旧ボン教で信仰されていたチョルテンについて述べる。旧ボン教のチョルテンについ
ては、 まだ明らかになっていない部分が多いが、旧ボン教の発展地は、カイラス山周辺にあっ
た古代シャンシュン王国からチベットに伝わったとされている。ボン教の塔に関しては、次の
17)石川巌「古代チベットにおける古代ボン教とその変容」『北東アジア研究』別冊第1号(2008年3月）
173頁。
18）光島督『ボン教・ラマ教史料による吐蕃の研究」成文堂、1985年、71頁。
19)青木文教「西蔵の民族と文化』慧分社、2009年、54頁。
20）多田等観（著）・今枝由郎（監修） 『チベット仏教と文化』白水社、2007年、185頁。
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また、シャヲカシャム氏の「吐番塔形墓的起源与原始塔葬」には、次のような墓塔の図版が
掲載されている。
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図2 ボン教の墓塔22）
以上の図lと図2はそれぞれ新ボン教岩画のボン教的塔とボン教の墓のチョルテンはどのよ
うな形であるかがわかる。現代のチョルテンと比べると、ボン教のチョルテンには塔瓶がなく、
また何層であるかが不明である。 しかし、確実に言えるのはボン教のチョルテンにおいても階
段があることである。
21)(https://ja.wikipediaorg/wiki/ボン教塔）の項目より
22） シヤヲカシヤム「吐番塔形墓的起源与原始塔葬」西蔵大学学報（社会科学学版) 2011年、142頁
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これらを踏まえると、チベットのユニークな文化の基層は、ボン教に遡ることは明らかであ
ろう。チベット古来の民族宗教とボン教の語源とされるポンパpon-paは王たちの神聖な儀式を
司る役職を意味し、祈祷を中心とした独自の宗教形態を備えていた。後に仏教が伝来し、チベ
ット仏教が発展していくに従って衰退したが、現在でもチベット全地域でボン教の寺院とチヨ
ルテンが残っている。
二．仏塔の伝播
仏教における最初の仏塔については、チベット第28代王ラトトリ・ニェンツェン(lahathao
thaorignyanbtsan)の時代に、1尺の金塔が空から落ちてきたという伝説がある。それにつ
いて、チレチュジャ氏は次のように述べている。
仏教がチベットに伝来したのは、第二十八代のラトトリ ・ツェンポ（王様）王の時代とさ
れる。その場所はやはりヤルルン河の一帯である。伝説によれば、ある日のこと突然、空
から一巻の経文、金色にかがやく宝塔、法器などが降ってきたという。ラトトリ ・ツェン
ポがそれを宮殿にもちかえると、今度は天のお告げがあった｡23）
ラドゥク （拉都）氏は以下のように述べる。
藏伝佛塔是随着佛教在青藏高原的伝播和発展而興建起来的○据史料記載’約公元五世紀、
吐蕃賛普拉托托日棊賛時期就有了佛塔伝入藏区的説法･相伝， 当拉脱脱日棊賛60歳那年，
有一天他正在王宮屋頂上時，突然看到一批神物圦天而降，其中就有舍利金字塔、佛経等宝
物24)。
また白日・洛桑孔西氏によると次のようである。
三下賛中後者之子為拉托托日念賛，此人系普賢菩薩化身。當此人坐於雁布拉康塁塞之頂時，
自天空降落「寶筐経j、 「諸佛菩薩名稻經』以及金塔等等，遂稻此諸物為‘年波桑畦，並予
以供奉， 因此其享年為壹百二十歳｡25）
23）チレチュジャ（著）池上正治（訳）「チベット」東方書店、 1999年、36頁。
24） ラドゥク （拉都） 「藏佶佛塔的起源及其象征」 『四川民族学院学報』、第20巻第3期、2011年6月、16頁。
25）白日・洛桑孔西「拭姶藏偕佛教微型離塑“擦擦”在藏区的侍入与没展」『中国蔵学」2006年、第3期（総
第75期）106頁。
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またダライラマ第五世nggdbngblobzngrgymtSho(1617-1682)によると次のようである。
拉托托日念賛在位時，某次，忽從天空降下『諸佛菩薩名稻經』，黄金寶塔， 『寶筐経』，心要
六字大明究，栴陀羅嚇尼印模等，落於雍布拉崗宮頂上｡26）
以上の記載で分かるのはチベットにおける最初の仏塔の降下は、ラトトリ ・ニェンツェン（五
世紀頃）時であると思われるが、空から落ちてきたということについては疑問が残る。仏塔の
伝播について、青木文教は次のように述べている。
第二十八代国王ハトトリ ・ニェンツェンlahathaothaorignyanbtsanの六十歳の頃とい
われ、スムパケンポの推算の基けば、紀元二四四年頃、印度より梵語学師のロセムツォ
(panditLosemshtso)及び訳経師のリテセ(LotasvaLitese)という二人の学僧が仏典仏
具を携えて開教に来たが、その際は何人のこれを信奉するものなく、彼らはただ持参物だ
けを辛うじて残し置くことを得たo27)
またphutshogstsheringa氏によると次のようである。
これによれば、333年はチベットに初めて仏教を伝播したことであり、ラトトリ・ニェンツ
ェンの在位時印度より梵語学師のロセムツオ (panditLosemshtso)及び訳経師のリテセ
(LotasvaLitese)という二人の学僧が『渚仏菩薩名称経｣、黄金宝塔、『宝筐経」等を持っ
てきた。 (Spyilo3331orsngargyschoslugsdeboddudrskbsdergsershoggingos
labedduysbrisp'aisbngskongphygbrgyapadngmdosdezamatogyiddu'
aongbaiglegsbmrnmgnyisgserkyimchodrtenmudraiphygrgytsmtamanaiai
rkosphorrnmdrugbcspndritablosemsatshodnglots alithesignyiskyis
khyerthebodduaongs)28)
青木文教とphutshogstsheringa氏の記載から、チベットで仏教における仏塔はじめは空か
ら落ちてきたものではなく、インドより学師がもたらしたことは明らかであろう。ただ、ラト
トリ ・ニェンツェンの頃にはチベットには文字もなく、仏教の意義を解釈できる者もいなかっ
た。そのため、仏教はしばらく放置された。さらにその間、仏教におけるチヨルテンの建造も
26）五世迭軟陳I嘱「西藏王臣i己」劉立千（訳）民族出版社2002年2月12頁。
27）青木文教『西蔵文化の新研究」慧文社、2015年改訂新版、100頁。
28)Phuntshogstshermgidebtherkungslmelong｣odljongsmidmngsdpeskrunkhng2000年ll
月、26頁。
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行われていなかったと考えられる。
その後ソンツェン・ガンポの時代になると、文字がつくられ、仏典の翻訳がはじまった。こ
うして、仏教は正式にチベットに広まることになった。
二．チョルテンの発展
1 ． ソンツェンガムポ王(srongbtsansgampo)時代のチョルテン
七世紀前半、ソンツェン・ガムポ王(581年-649年)29)のときである。この王様のもとで、チ
ベットの国力は急速に拡充し、最盛期の唐王朝をも脅かす存在となった。そのようなチベット
と友好関係を結ぶため、ネパールのブリクテイー熱心な仏教信者であった彼女が、お釈迦様の
仏像、多羅菩薩像、彌勒菩薩像および迦葉(kasyapaBuddha,sangaywoe-sung)の象を持参
してきた。ネパールの王女と唐の文成公主が、ソンツェン．ガムポ王のもとへ嫁いだのであり、
彼女たちはそれぞれ本国から仏像を持参してきたので、これらを安置するため、ラサの都にラ
モチェ寺釦)とトゥルナン寺3')(チョカン寺）が建立された。ソンツェン．ガムポ王は、仏教の十
善戒に基づく十六箇条等の勅令を定めた。その時期のチョルテンに関しては、ソナム．ツェラ
ンの『中国佛塔』において以下のように記されている。
松賛幹布時期，佛教正是傳入西藏，随之佛教建築應運而生，佛塔之中象征佛陀真身的佛教
建築也終於在西藏本土誕生。松賛幹布時期創建的西藏昌珠寺五頂塔，是藏族人在西藏本土
創建的第壹座結構較完整佛塔，特征較明顯的藏式佛塔。其次還有拉薩紅山頂白塔，奥同湖
塔，大昭寺八塔等均是西藏早期建造的佛塔，吐蕃早期佛塔的壹些遺跡今尚存o32)
タドクゴン（昌珠寺）については、 『西蔵地区的寺院与佛塔』によれば、以下のように記され
ている。
昌珠寺（藏名khraabarugdgon)別名叫-F木牛，此寺位於拉薩東南壹百多公裏的乃東縣雅
29） ロラン・デエ「チベット史』今枝由郎訳、春秋社、2005年、83-92頁。
ソンツェン・ガンポ(581年-649年もしくは650年）は、古代チベットの王（在位593年-638年、643年-649
年もしくは650年)。チベット初の統一王国（吐蕃）を樹立し、チベットに初めて仏教を導入した人物とし
て知られる。本名はチソンツェンであり、ソンツェン・ガンポは後世の人間による尊称である。漢文史料
では、松賛岡保、棄宗弄讃と表記される。
30） ラモチェ寺はチベット自治区のラサにあるチベットでいちばん最初に建てられた寺院であり、中国語で
は小昭寺の名前で呼ばれる。646年頃に吐蕃のグンソングンツェン王の寡婦・文成公主によって建立された。
31)チベットを統一した吐蕃第33代のソンツェン・ガンポ王に中国より嫁いできた文成公主により、7世紀
に建立された。2000年に世界遺産、ラサのポタラ宮の歴史的遺跡群に追加登録されている。
32） ソナム・ツエラン『中国佛塔』青海人民出版社、2002年、81頁。
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隆河東岸的公路邊，為古詰地方中心，與賛塘寺隔河相望，是松賛幹布時代的最早建築之壹，
相傳為松賛幹布為了鎮厘羅刹女所建的十二座寺院之壹，始建於七世紀四十年代前後， 由松
賛幹布主持建造，以後又經帖莫竹巴王朝的大司徒強堅村的改建，擴建接著又有歴代的修
繕。現在屡於格魯派｡33）
また、ラドゥク氏によれば次のようである。
公元七世紀，藏王松賛幹布統壹了青藏高原，建立了吐蕃王朝，松賛幹布時期，大力弘揚佛
教，佛教也從印度、中原唐朝等地傳入吐蕃。與此同時也修建了許許多多的佛塔，比如:在
拉薩紅山修建的白塔，在最早的寺院之壹的昌珠寺修建前,為征服五頭兇龍而建造的五頂塔。
在妬湖西南方向修建的蓋如塔、小昭寺裏修建的八種塔等誕)。
以上の記載に見るとチベット王様ソンツェ・ガムポ時代に建立されたタドクゴン（昌珠寺）
中心として五頂のチョルテンとラサマルポリ （赤山）で白いチョルテンを建立されたのは確実
であるといえる。
2．テイソン・デツェン王(khrisrongldebrtsan)時代のチヨルテン
ソンツェン・ガムポ王の後にチベットの王国では、重臣たちが崇仏派と排仏派に分かれて、
激しく対立するようになった。この対立に決着をつけ、インドから本格的に仏教を導入したの
が八世紀後半の王様テイソン・デツェンkhrisrongldebrtsan(742年-797年)35)王である。
古代チベット王朝である吐蕃の王（在位：755年-797年)。37代国王テイデ・ツグツェンを
父に持ち、ナナム氏族のマンモジユを母とする。唐で起きた安史の乱に乗じて唐の首都・
長安を占領し、西域に駐屯する唐軍の弱体化に乗じて勢力を拡大した。テイソン・デツェ
ンの在位中にチベットの支配領域は最大に達する。後世には、軍事的功績と神話的な要素
が入り混じったテイソン・デツェンの伝承が作り出された。また、テイソン・デツェンの
時代にチベットの仏教文化は顕著な発展を見せる。テイソン・デツェンはサムイェー寺の
大伽藍を建立し、779年に仏教を国教に制定した。後世の人間はテイソン・デツェンをソン
ツエン．ガンポ、テイツク．デツエン（レルパツエン） と並ぶ仏教王の一人に数えた36)。
33） 『西蔵地区的寺院与佛塔』佛教小百科、全佛編輯部編、中国社会科学出版社、 2003年、154頁。
34）前掲ラドウク2002年、2頁。
35)Phuntshogstshermg｢debtherkungslmelongjbodljongsmidmngsdpeskrunkmg2000年、
101-104頁。
36） ロラン・デエ「チベット史」今枝由郎訳、春秋社、2005年、83-92頁。
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この王はインドより密教の修行者pdmaabyunggnsが招聰された。サンスクリット語でパ
ドマサンバヴァPadmasambhava、中国語で蓮華生大師と蓮花生大士であり、チベット語では
ペマ・ジュンネ、グルリンポチェ（8世紀後半頃）はウッデイヤーナ（烏杖那国）－今日のパ
キスタン、スワート渓谷に当たる－のダナコーシャ湖の蓮の花の中から8歳の子供の姿で現
れたという伝説に由来する。この不思議な子供は国王の養子に迎えられ、国政を委ねられたが、
あるとき虚空に現れた金剛薩唾（ヴァジュラサットヴァ）の教えを受け、出家して僧侶となり、
後に密教行者となった。チベットに密教をもたらした人物。チベットやブータンではグル・リ
ンポチェ(gururinpoche)として知られる。チベット密教の開祖であり、ニンマ・パ（ニ
ンマ派） と呼称される宗派の創始者である。この「ニンマ・パ」とは、チベット語で「古い．
宗派」を意味し「古派」とも訳される。これがチベット仏教における最初の宗派である37)。
この国王の時代になるとチョルテンに関する記載は根秋登子氏が以下の通り述べている。
公元8世紀中葉，赤松徳賛時期，從印度迎接寂護大師和蓮花生大師來藏医弘法，在赤松徳
賛的支持下，在西藏山南地厘興建了西藏佛教史上的第壹座佛、法、僧三寶倶全的寺院一
桑耶寺，並在桑耶寺四角分別建造紅、緑、黒、白四座佛舍利塔。同時，在寂護和蓮花生大
師及其弟子{門的主持下，還修建了松嗅爾五石塔、乃寧曲徳佛塔等壹大批風格與印度佛塔相
似的早期藏傳佛塔。此後，随著藏傳佛教的廣i乏傳播和發展，這種印度式的佛塔建築得到了
繼承和發展,形成了具有藏傳佛教文化特黙的建築物｡詔）
以上の記載で知られるのはテイソン・デツェン(khrisrongldebrtsan)王の指導下でサム
エ寺39)とジョカン寺で赤、緑、黒、白の四つringbsrelmchodrten(仏舎利塔）を建立された。
以下はサムエ寺と赤、緑、黒、白のチョルテンの図像である。
37）立川武蔵・頼富本広編「チベット密教』春秋社、1999年、62-69頁。
38）根秋登子「論藏式佛塔建筑」『西藏研究」2004年第2期、92頁。
39）サムエ寺775年頃、テイソン・デツェン王の後援で、7世紀にソンツェン・ガンポ王が導入して以来廃れ
ていた仏教の再興を図るために建てられた。インドのオータンタブリー僧院にならって建てられたといわ
れる。中国チベット自治区山南市のダナン県に位置する。この寺は、仏典に説かれる世界観をモデルにし
た、いわば立体曼茶羅となっている。承徳外八廟の普寧寺はこの寺をモデルにしている。
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図3 サムエ寺の図像40」
以上の図では、当時サムエ寺の四方に赤、緑、黒、白の四つのチョルテン建造されていたこ
とが分かる。そのうえ、チベット大王二十八代ラトトリネンツェンから三十八代テイソン・デ
ツェン大王の時代において、仏教における寺院とチョルテンが急速発展していったことがわか
る。dkonmchogbstnadzin氏によると次のように述べている。
赤松僖賛在位時， 迎請蓮花生大師於桑耶之初修造丁五尊蘇喀微妙石塔，桑耶永古天成廟的
四方修造了聲聞式造型的白色大菩提塔菩薩式造型的具足法輪寶蓮装飾塔，正覺佛式造型
的黒色具足如來舍利装飾塔，神降如來式造型的藍色具足十六門装飾塔和放光塔外園城培
上修造了毎座内藏壹穎佛祖舍利的108尊塔｡41）
この王は、 インド仏教界を代表する密教の学僧グル・パドマサンバヴァ、ナーランダ寺の修
行者シャーンタラクシタのもとで、サムエ寺で石塔と白い大菩提塔、仏舎利を納めている108の
チョルテンを建立した。 またdkOnmchogbsmadzin氏によると
赤松徳賛王時，迎請蓮花生大師在桑耶寺修建五種塔寺院的四方由那南・加才拉襄和瓊
40）ゴンポジャ氏の提供による。
41）前掲根秋登子2004年第2期、93頁。
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多吉哲窮等人負責修建了四座塔:小乘聲聞白塔、法輪蓮花飾菩薩乘紅塔、安藏如來舍利的
黒塔、十六門飾天降藍塔等。在桑耶寺園城外又修建了八百零八座佛塔｡42）
ティソン・デッェン(khrisrongldebrtsan)の時期は、吐番時代の宗教、政治、軍事等が
最高な時期である。さらに、多くの寺院とチヨルテンが建造されたことが史料より分かる。
3．テイツク・デツェン王(khrigtsugldebtsun)時代のチョルテン
第41代チベット王テイツク・デツェン(806年-841年）の時代になると以下の通りである。
賛普赤祖徳賛時期，在吉祥如意寺廟上修建了安藏賛普遺骨的耶爾巴塔；由拉隆・拝多吉主
持在耶爾巴山上修建大佛塔，在黒波山上修建了具有喝、焦、祥等三大讓師露骨的舍利塔。
擬不完全統計，在藏匡弘法時期已經修建了壹千零八座佛寺，而毎座寺廟裏又建造了數尊佛
像由此推類，整個藏厘究寛有多少座佛塔没有人統計，也無法計算43）
また、根秋晋子氏が以下のように述べている。
赤柤徳賛時期，在修座呉雄多無比吉祥徳盛廟的同時，從印度青陳工藝師，在西藏山南地医
鋳造了為數賦多的印度式佛塔，大讓師嗅，久，雄三尊者圓寂以後，其霊塔修造在衛波山上。
擦説以上西藏佛教千彌期年間在藏厘壹共有1008座寺廟在毎寺廟裏不可訣少的便是如來的
身依，語依，意依， 由此可以看出造塔數何其之多o44)
また、ソナムッェランが次のよう述べている。
西藏四大佛教名山（即拉薩藥王山，澤當貢布山，貢嗅甲桑秋沃山，桑耶吟布山）之壹的吟
布山，位於桑耶寺東面形似壹頭大象。這裏因有吐蕃時期三大讓師壷塔和寂護大師的雲塔
而遠近間名。三大課師呈南北壹條線分布，寂護大師的霊塔位於吟布山東麓。三大諜師霊塔
分別是:(1)喝瓦拝則霞塔。鳴瓦舜則系吐蕃赤松徳賛時期的大翻讓家，曾留學印度，他的
霧塔位於吟布山北端平面呈長方形，南北長ll米，東西寛9.4米。
塔座共五層，底部以石為基，塔基上面均用秀土築成。 （2）焦若魯堅賛露塔。焦若魯堅賛是
吐蕃赤松徳賛時期的青年翻讓家｡他的霧塔位於吟布山南端形制與鳴瓦拝則霊塔相差無幾。
塔高約8米，塔座南北長9.7米，東西寛8.9米。（3）祥益協徳霧塔。祥益協徳系松賛幹布之
????? ???? ??
根秋登子2004年第2期、93-94頁。
ラドツク2002，2頁。
根秋登子2004年第2期、92頁。
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妃祥雄薩家族，是吐蕃赤松徳賛時期的翻讓家。他的露塔位於吟布山最南端，形制亦與前雨
塔相似，但較雄壯高大。塔座南北長16.4米，東西長16.1米。(4)寂護霊塔。寂護是赤松徳
賛時期的主持螢建桑耶寺並捨任桑耶寺首席堪布的印度高僧。西藏佛教徒在桑耶寺東面的吟
布山東麓建造了壹座供奉寂護大師的遺骸霊塔。這是西藏本土産生的第壹座露骨塔o45)
以上の記載で分かるのは、このテイツク・デツェン王の時期にツェンポ（大王の意味）の遺
骨を納めて建造されたチョルテンと吐番時代の有名な翻訳三者ガワ・ベツク (sklbadpl
brtsegs)、チョロ.ルジェンツェン(cogrokluairgylmtshn)、シャン．ヤェシデ(zhngye
shessde)、また、シワツオ46)(zhibatsho)に記念するために霊塔を建立された。この四名は
テイソン・デツェン王時代の有名な人物であるが、彼らの霊塔はテイツク．デツェン王時代に
建造されていたと考える。つまり、彼らの霊塔は吐蕃の歴史で最初であると考えている。
吐蕃に歴史ではソンツェン・ガムポ王とテイソン・デツェン王、テイツク．デツェン王に「チ
ジェ・メオンナムサム」 （祖孫三王）名称が存在しており、吐蕃時代の政治、経済、宗教などに
深い影響された三王であると考えられている。
その後、吐蕃王朝末期には、国家仏教の支配体制に揺らぎが生じた。最後の王ラン．ダルマ
(809年-843年)47)は仏教勢力の排除を目論んで廃仏を行い、ほとんどの寺院とチョルテンが破壊
された。843年にラン・ダルマ王が暗殺され、王家が地方に四散した。そのため、チベットは長
い分裂時代を迎えることになった。
終わりに
仏教が他地域に伝播し定着していく過程において、土着の宗教との対立や同化が生じ、多か
れ少なかれ両者は相互に影響を受け合ってきた。チベットには古来よりボン教が存在していた
が、元来、高度な哲学を持っていなかったボン教は、 7世紀に伝来した仏教から思想的影響を
強く受けた。チベット仏教を信仰する人は、仏塔のことをチベットと同様、 「チョルテン」と呼
ぶ。チョルテンは、寺院（ゴンパ、ラカン）やゾンの内外、町や村、道路や峠、川の合流点な
ど様々な所に建立されている。吐蕃時代の仏塔の発展については、以下の三点が挙げられる。
一つは七世紀中ごろソンツェン・ガムポ（581年-649年）のもとでチベットの国力は急速に拡
充し、ネパールのブリクテイー王女と唐の文成公主がソンツェン・ガムポ王のもとへ嫁いだこ
とによって、ラサを中心に数多くのチョルテンが建立された。
45）前掲ソナムツエラン86頁。
46）シワツオとはサンスクリット語シャーンタラクシタであり、漢訳名では寂護である。インドのナーラン
ダ大僧院に所属していたインドの大乗仏教・中観派の僧であり、チベット密教に影響が深い人物である。
47）山口瑞鳳『チベット下」東京大学出版会、1988年、47頁。
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二つはテイソン・デツェンkhrisrongldebrtsan(742年-797年）の時期に、インドより密教
の修行者pdmaabyunggnsが招聡されてサムエ寺とジョカン寺で赤、緑、黒、白色の四つの
ringbsrelmchodrten(仏舎利塔）が建立された。
三つはチベット王様テイデツクデンkhrigtsugldebtsun(806年-841年）の時代になると、
この王様の時期にツェンポ（大王の意味）の遺骨を納めて建造されたチョルテンと吐蕃時代の
有名な翻訳者等を記念するために、舎利塔の建立を行った。
吐蕃のソンツェン・ガンポ王からテイデツクデン王頃まで仏教に対して信仰が深く、一寺院
に対して一つのチョルテンが建立された。そのため、現在もチベットにおいて寺院とチョルテ
ン、仏塔、仏典、仏像に対する信仰やあるいは五体投地するのは強くなっている。
